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１ 麦作をはじめとした土地利用型農業の経営事例

経営体名 新潟県新潟市 Ａ法人

１ 経営面積（令和７年） ： 127ha

２ 経営作目の概要（令和７年）

主要作目名 栽培面積(ha) 備 考

水稲 40こしいぶき24ha、コシヒカリ16ha

麦 28はねうまもち4.8ha、こはく雪10ha、夏黄金13ha

大豆 67うち、麦跡大豆26ha

露地野菜 18えだまめ16ha、さといも1.3ha、にんじん0.7ha

施設野菜 トマト、パプリカなど
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３ スマート農業技術の活用状況

部門／作業 耕起整地
播種・

移植･直播
水管理 防除 追肥 収獲

水稲 自動操舵 自動操舵 自動給水栓
ドローン(ザル
ビオ)

ドローン PFｺﾝﾊﾞｲﾝ

大麦・小麦 自動操舵 自動操舵
ドローン(ザル
ビオ)

ドローン

大豆 自動操舵 自動操舵
ドローン(ザル
ビオ)

えだまめ 自動操舵 自動操舵
自動操舵
(ﾄﾗｸﾀｱﾀｯﾁ)

にんじん 自動操舵 自動操舵

備考
ﾄﾗｸﾀ４台
(60～
100PS)

ﾄﾗｸﾀ４台
(60～
100PS)

大区画水田で
25基

病害ｱﾗｰﾄを活
用

PF:130PS
(ロボ他)

※１：営農支援システムは「アグリノート」を、生育診断に「ザルビオ」を活用

※２：Ｒ8年は、さといもの畦立てに自動操舵を活用予定
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４ スマート農業技術の導入効果

〇稲麦大豆でのスマート農業技術の活用で省力化・効率化に努め、園芸作物の生産拡大を実現
〇乾田直播に取り組む大区画圃場15haでは、25基の自動給水栓をタイマー設定で活用しており省力化を実感
〇作業記録は営農支援ツールで管理・共有

５ 今後の取組方向

〇麦の収量低迷の一因は圃場内の生育バラツキで、稲でもコシヒカリは倒伏が低収要因。今後はしっかりと可変施肥に取り組
みたい。
〇スマート農業技術は品目を問わず、使える技術はさらに導入していきたい。
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経営体名 福井県あわら市 Ｂ法人

１ 経営面積（令和７年） ： 66ha

２ 経営作目の概要（令和７年）

主要作目名 栽培面積(ha) 備 考

水稲 39
ハナエチゼン16ha、コシヒカリ7ha、
いちほまれ16ha

大麦 27ファイバースノウ27ha

大豆 27うち、麦跡大豆27ha
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３ スマート農業技術の活用状況

部門／作業 耕起整地 播種・直播 水管理 防除 追肥 収獲

水稲

トラクタ
80PS
自動操舵付
き

ドローン

大麦

トラクタ
80PS
自動操舵付
き

トラクタ
100PS
ロボット

ドローン

大豆

トラクタ
80PS
自動操舵付
き

トラクタ
100PS
ロボット

ドローン
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４ スマート農業技術の導入効果

〇水田区画が1ha程度あるが、耕耘や播種作業の直進、旋回時のハンドル操作がほとんど不要である
ため、労働負担が少ない。
〇作業行程が重複なく行えるため、燃料、肥料、種子の無駄がなくなり、費用（労働時間、資材費）
が低下した。

５ 今後の取組方向

〇組織内では作業者が高齢化し、熟練者がリタイヤする状況の中でも精度の高い作業を継続する必要
がある。このため、経験の少ない作業者でも安定した作業を行う事ができるよう、スマート農業機械
の利活用を継続する。
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経営体名 滋賀県草津市 Ｃ法人

１ 経営面積（令和７年） ： 62ha

２ 経営作目の概要（令和７年）

主要作目名 栽培面積(ha) 備 考

水稲 40移植39ha、乾田直は1ha

麦 17びわほなみ

大豆 22ことゆたか

露地野菜 0.2タマネギ0.1ha、直売向け0.1ha
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３ スマート農業技術の活用状況

部門／作業 耕起整地 播種・直播 明渠設置 防除 追肥 収獲

水稲 自動操舵 自動操舵 ドローン ドローン

小麦 自動操舵 自動操舵 自動操舵 ドローン ドローン

大豆 自動操舵 自動操舵 ドローン

備考
ﾄﾗｸﾀ3台
(42～87PS)

ﾄﾗｸﾀ3台
(42～87PS)



©2025 Kubota Corporation All Rights Reserved. 9

４ スマート農業技術の導入効果

〇麦・大豆の播種精度（条間）の向上はその後の作業にも好影響をもたらす。
〇麦で設置した明渠を大豆の播種でも排水効果を期待することができる。
〇麦・大豆の播種時の開始位置を決定するときに便利である。
〇バック走行時にハンドル操作が楽になる。

５ 今後の取組方向

〇大豆跡の水稲作付に向けて、レベラー作業に対応するため、さらにトプコンの上位機能（レベル対応）を導入す
る。



©2025 Kubota Corporation All Rights Reserved. 10

２ 麦作等へのスマート農業技術の導入や取組方向等について

項 目 経営者等からの聞き取りの概要

導入効果
〇自動操舵の導入で省力化・効率化が図られ、作業手順やコスト面など
でも好影響

〇土地利用型作物の作業合理化により、高収益な園芸作物の生産拡大が
実現

取組方向
〇新たなスマート技術の導入に必要な投資を検討中
〇麦の収量安定のため可変施肥に取り組みたい
〇有効な技術なので利用拡大できる新たな品目・分野を探している
〇新たな担い手対策としても活用が欠かせない

その他 〇スマート農業技術がしっかり定着するよう、メーカー側には引き続き
ソフト面も含めてフォローを期待
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３ 北陸地域での大麦へのスマート農業技術の実証成果（抜粋）

石川県農林総合研究センターと
ｸﾎﾞﾀｱｸﾞﾘｻｰﾋﾞｽ（株)金沢事務所
との共同実証成果（Ｒ５～６）
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Thank you
ご視聴ありがとうございました。
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